
子育て支援センター
わくわくひろば ℡0967（65）8580

〈お知らせ〉
※都合により、開所日時の変更や、行事
予定の変更、中止の可能性があります。
村ホームページ、またはわくわくひろば
℡0967（65）8580にてご確認ください。

参加の際には、必ず事前予約を!!

　「わくわくひろば」は、乳幼児から就学前のお子さんと保護
者が一緒に遊べる、親子の交流や育児の情報交換の場です。
毎月楽しい行事などを行っております。どなたでも無料で利
用できますので、子育てに不安を感じたとき、一緒に子育て
をする友だちが欲しいときなどお気軽にお越しください。

■開設日時　毎週火～土曜日（祝日は閉所）
　　　　　　午前10時～午後3時
■場　　所　LOOPみなみあそ2階

5月行事予定

2月・3月生まれのお誕
生会をしました。2人共、
1歳迎えてママたちに、
子育てなどのお話をし
てもらいました。

たくさんの人に参
加して頂いて、賑
やかなお誕生会で
した。

1日

22日

（木）

（木）

端午の節句（要予約）
オリジナルのこいのぼりを作って、こどもの日をお祝いしましょう！
春のお出かけ（要予約）
みんなで春を見つけに、お出かけしましょう。

～鳥獣被害対策 Vol.2～

鳥獣被害に関する質問・
イベントの事前登録を

募集中です。

〈問い合わせ〉農政課 林務整備係　℡0967（67）2706

こちらから受け付けています

　今後、「お肉の解体方法」や「料理方法」など狩猟初心者からベテランの人、また興味が
あるけど誰に聞いたらいいのか分からないという人まで、村民の皆さんが参加できるさま
ざまなイベントを計画していきたいと思います。開催時期は改めてご案内いたしますので
興味のある人は事前に登録をお願いします。

　鳥獣被害が増えた場合、少なからず地域内に原因があります。被害が増えるような状況
を地域内に作ってしまっていたり、イノシシたちが人に慣れることを後押ししてしまって
いることなどです。これから鳥獣被害対策について勉強してみましょう。

どうして鳥獣被害が
増えているの？

～ジビエ協力隊からのおしらせ～

集落のえづけ・ひそみ場
チェックリスト

　被害が起きるのは、地域に「エサとひそみ場があ
る」からです。しかも、被害が広がっているのは無
意識に「エサを与えている」「ひそみ場を提供してい
る」からなのです。
　エサとなるものが地域内に放置されている状況
で、イノシシたちを見かけても、追い払ったりし
なければ、イノシシたちにエサを準備してえづけ
をしたことになります。

お墓のお供え物・ゴミ捨て場の生ゴミを回収していない。
９月以降に草刈りをして、１月から２月にかけて、青草がおいしげっている。
収穫しないままの果実(ビワ､スモモ､クリ､カキ､ミカンなど)を放置している。
野菜くずや生ゴミなどを田んぼや畑に放置している。
２番穂や、収穫後の落ちたイネや麦などが残っている。
タケノコを収穫せずに、そのまま放置している。

地域ぐるみの「環境づくり」

村民みんなで「ハートがたくさんの村」をつくりましょう。　総務課 人権政策係　℡0967（67）1111

Vol.229ハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、明るい南阿蘇村をつくりましょう。

　人権とは、すべての人が生まれながらに持つ、誰にとっ
ても大切な「人間らしく生きる権利」です。これは、日常
の思いやりや互いの尊重の中で守られなければなりません。
　「人権」と聞くと、堅苦しく感じたり、難しい問題だと思
うかもしれませんが、実は私たちの身近に存在し、誰もが
自然に理解し、感じ取ることのできる大切なものなのです。
　今回は、人権についての学びが深まる絵本をご紹介しま
す。子どもはもちろん、大人にとっても読みごたえのある
絵本です。

「レッド あかくてあおいクレヨンのはなし」
出版社：子どもの未来社　著者：マイケル・ホール

　赤なのに赤が描けないレッドでしたが、ある日自分
が本当は青だったことに気づきます。
　多様性を知ることができる絵本です。

「いいこってどんなこ？」
出版社：冨山房　著者：ジーン・モデシット

　子ウサギのバニーは、いろいろなことが心配になって、
お母さんに「いい子って、どんな子？」と尋ねます。子
どもたちにありのままの姿で愛されるすばらしさを伝
えている絵本です。

「いのちをいただく」
出版社：講談社　著者：内田美智子

　いつも食べているお肉も大切な命。実際に命を「解く」
仕事をする人のお話です。

「かっくん どうして ボクだけ しかくいの？」
出版社：講談社　著者：クリスチャン・メルベイユ

　みんなまんまるのまんまる家族に、ある日まんまる
でない赤ちゃんが生まれました。
　違いや個性について考える作品です。

「へいわとせんそう」
出版社：ブロンズ新社　著者：谷川俊太郎

　「へいわのボク」と「せんそうのボク」では、何が変わる
のだろう…平和と戦争について考える絵本です。

「みえるとかみえないとか」
出版社：アリス館　光文社　著者：ヨシタケシンスケ

　「目の見えない人は世界をどう見ているのか」をきっ
かけにつくられた絵本です。

　今回、ご紹介した絵本以外にもたくさんの人権に関す
る絵本があります。絵本を通して、多くの学びを得るこ
とができると思いますので、ぜひ手にとってみてください。
（今回紹介した絵本は図書室にあります。）

絵本から学ぶ人権

〈えづけ〉 ひとつでも該当項目があれば、イノシシなどに狙われやすい「エサ場」です。

使っていない田畑に、雑草がおいしげっている。
見通しの悪い雑木林や竹林がある。
イノシシなどを見かけても誰も追い払わない。

〈ひそみ場〉 ひとつでも該当項目があれば、イノシシなどに狙われやすい「ひそみ場」です。
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